
社会科学研究科 2026 年度入学試験出題意図 

専攻・課程 経済学専攻 博士前期課程 

学生受入れの方針 

経済学とその関連分野における研究能力又は高度の専門性が求められる職

業を担うための卓越した能力を有する人材を目指す者を受け入れるため、

この分野において学士課程で修得されるべき専門知識と技能を身につけて

おり、研究を論理的に進めることができる思考力及び語学力を有し、か

つ、修得した専門知識と技能を社会に還元しようという意欲を持つ者を選

抜するべく入学試験を実施する。入学者の選抜は、筆記試験、口述試験及

び出願書類を総合して行う。 

出題意図 

８月入試 

英語 第１問  

AIが女性労働市場に与える影響に関する報告書から出題した。AIと労働市

場という身近なテーマを用い、単純な構文で構成される部分を抜粋し出題

することで、英語の基礎力と経済学に関する基本的な知識を確認すること

を意図した。 

英語 第２問  

経済分析の方法論的基礎について述べた英語の文章を全文和訳させること

によって、大学院レベルの専門文献を読むために必要な経済学の基本的な

知識と英語の読解力を問うた。 

経済学 第１問(ミクロ経済学)   

１．複占のクールノー競争に関する出題をした。ゲーム理論の初歩的な

知識、最適反応やナッシュ均衡の理解を問うとともに、不完全競争市場

に関する基本的な理解を問うた。 

２．毎回出題される用語解説問題は、エッジワースボックスの数値例を

題材にして、初期保有点、ワルラス均衡、パレート効率的な資源配分に

関する説明を求めた。 

 

経済学 第２問(マクロ経済学)  

１．毎回出題される用語解説問題を今回も出題した。マクロ的なテーマ

から社会保障，失業，国際，金融とバランスに配慮しつつ出題した。 

２．単純なIS-LMモデルと固定生産係数の生産函数を与えて失業と財政

出動を問う問題である。財市場と貨幣市場の均衡であるIS-LMの背後に

ある労働市場の理解を問うとともに完全雇用の理解も問うている。 

３．ケインズモデルと並んで重要な新古典派から新古典派生産函数を取

り上げつつ，近年のマクロ経済学で必須と云っても良い代替の弾力性に

関する問題を出題した。 

経済学 第３問(社会経済問題)   

素朴なデータ整理から作成された表と法律の条文解釈を通して、社会経

済の歴史的変化を具体的に把握する力を確認する狙いの問題とした。設

問１において特定時点における銀行経営の一般的状態の把握を問い、設

問２では銀行行政の狙いと効果に関する解釈を求めた。学術論文の作成
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を行う前提として、論理的かつ批判的な資料の読解・解釈を行う力が備

わっているかどうかを確認することを目的とした。 

２月入試 

英語 第１問  

世界中に進行している構造的な成長減速について述べた英語の文章を全文

和訳させることによって、英語に関する運用能力を確認するとともに、経

済に対する知識や理解にもとづいて文章を正確に把握し、これを適切な日

本語の訳文として再構成する能力がそなわっているかどうかを確認するこ

とを意図している。 

英語 第２問  

大学院では国際的な調査結果を読み解く力も必要である。雇用に関する

統計資料の説明文を用いて、経年の推移や国々による違いを組み合わせ

た英文の理解力を問うた。 

経済学 第１問(ミクロ経済学)   

専門的に経済学の研究を行うにあたって必要なミクロ経済学の基本知識の

修得度を確認することを目的としている。 （1）では主体均衡と市場均

衡、（2）ではミクロ分析における重要な概念、のそれぞれの理解に関する

出題をとした。 

経済学 第２問(マクロ経済学)   

基本的な経済学用語の説明に関する選択問題と、代表的な２つの基礎理論

（IS-LM分析およびAD-AS分析）について出題した。IS-LM分析では、モデ

ルの背景に関する簡単な知識を問い、IS曲線・LM曲線を導出させたうえ

で、外生的変化に伴う均衡GDPと均衡利子率への影響について説明させる

問題を出題した。AD-AS分析では、与えられたモデルを用いて総需要曲線を

導出し、均衡GDPと均衡物価水準を求める計算問題を出題した。いずれの

出題も、学部のマクロ経済学講義で学ぶ程度の基本的な出題内容である。 

経済学 第３問(社会経済問題)   

経済の成長と分配に関する問題である。資料1はグローバルな所得格差を

示すもので、新興国中間層の伸びによって世界的な格差が縮小する一方

で、先進国内部では格差が広がっていることを読み取らせる。資料２は先

進国における所得格差要因を示すもので、技術進歩が格差を拡大させ、貿

易が格差を縮小させることを読み取らせる。資料３は先進国における経済

成長要因を示すもので、技術進歩、貿易ともに経済を成長させることを読

み取らせる。必要に応じて用語解説を付記した。以上をふまえて、日本が

行うべき施策について論述させた。いずれの小問も、学士課程がもつべき

技能が備わっており、大学院での研究を論理的に進める力量があるかどう

かを確認する意図で作問した。 
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専  攻 経済学専攻 博士後期課程 

学生受入れの方針 

経済学の体系的な専門知識と高度な技能を修得し、経済学について研究者

として自立して研究活動を行うことができる、又はその他の高度に専門的

な業務に従事するために必要な研究能力を有する人材を目指す者を受け入

れるため、この分野において博士前期課程で修得されるべき専門知識と技

能を身につけており、研究倫理を遵守し、研究成果を世界に発信できる語

学力を有し、かつ、修得した専門知識と技能を社会に還元しようという意

欲を持つ者を選抜するべく入学試験を実施する。入学者の選抜は、筆記試

験、口述試験及び出願書類を総合して行う。 

出題意図 

２月入試 

 

一般入試・外国人留学生特別選抜への出願者なしのため、実施していな

い。 

 

 

 

 










































